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研究のトピックス性 

国土面積は狭隘ですが排他的経済水域は広大（世界第６位）な我が国においては、海

洋バイオマス（特に褐藻類）の有効利活用技術の確立が急務です。 

当分野では、特殊細菌スフィンゴモナス属A1株によるアルギン酸（褐藻類主成分）から

のエタノールの生産に成功していますが、エタノール以外の有用化合物の生産系の確

立も望まれていました。ピルビン酸は、本A1株によるアルギン酸資化過程の中間代謝

化合物であり、様々な用途に用いられる有用化合物です。 

本研究により、当該A1株を用いた、アルギン酸からの有用化合物ピルビン酸の生産が

可能になりました。 

 
研究の波及効果 

私たちの生活に欠かせない様々な化合物は、石油や糖質を原料として生産されます。

しかし、石油は枯渇の危機にあり、糖質は食糧と競合します。国土の狭い我が国では

なおさらです。広大な日本の海域で生産されうる海洋バイオマスから様々な有用物質

を生産できる技術の開発は、とりわけ日本にとって重要です。 
今回、私たちは海洋バイオマス主成分アルギン酸から有用物質ピルビン酸を生産する

方法を確立しました。本成果を基に、他の様々な有用物質の生産も可能になります。

本成果は、食糧と競合しない海洋資源を用いた、有用物質生産システム実用化へのさ

らなる大きな一歩となります。またこの生産法は、環境負荷が小さいという点でも有用

です。 

 

 

 

 

 


